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1. 序論 

 現在の土砂災害警戒情報は全国一律のパラメータ

を用いたタンクモデルに基づく土壌雨量指数で警報

を発報しており, 個々の傾斜地における植生, 地形, 

地質, 風化等を考慮していない. したがって, 避難

警報発報の精度向上には, 降雨強度に加え, 異なる

傾斜地での浸透特性や変形特性を把握し, 斜面の安

定性を定量的に評価する必要があると考える. 

 平成 30 年７月豪雨の際に山口県岩国市周辺で発

生した斜面崩壊については花崗岩地域, 伐採地(幼

齢林)で崩壊率が高い. そこで本発表では, この岩国

市で発生した表層崩壊について, 植生, 土壌水分量

の変化とその原因となる気象条件(降雨量)の計測, 

間隙率や飽和度の土壌条件から発生機構を検討した

結果を報告する. 

 

2. 調査手順 

 2-1. 調査場所 

 平成 30 年 7 月豪雨で多数の表層崩壊の発生した

山口県岩国市周東町の中山川ダム北西部を対象とし

た. 調査地域の地質は白亜紀後期の広島花崗岩類で

ある. 植生は主にヒノキ植林地であり, 各種計測は

崩壊が発生しなかった北西向き斜面の壮齢林領域

(図-1 の No.1)と崩壊の多発した北西向き斜面の幼

齢林領域(図-1のNo.2), また崩壊の少ない北西向き

斜面の広葉樹林領域(図-1 の No.3)および南東向き

斜面のヒノキ植林地の幼齢林領域(図-1のNo.4)の4 

か所で行った(図-1). 各計測地点の特徴を表-1 にま

とめる. 後述する各種計測は標高, 地形条件の類似

する箇所とした. 

2-2. 調査研究手法 

気象観測はDAVIS Instructions社製のウェザース

テーション VantagePro2 により, 降雨量などを 30

分ごと測定した. 計測機器は頂稜に設置し, No.1,3

では計測機器の直上に樹冠が拡がる.  

土壌水分量は ARP 社製の土壌センサーWD-3 に

より, 土壌の体積含水率を 10 分ごとに測定した. 

No.1 地点では頂稜の 1 箇所に, No.2,3,4 地点では

頂稜と上部谷壁斜面の 2 箇所に設置した. 各地点に

おけるセンサーの設置は堀 2)の土壌区分を行い, そ

れぞれ 3深度とした. No.1,2 では A 層，B層, B～C

層に相当する深度に, No.3,4の頂稜ではA層,  B層, 

C～R 層に相当する深度に, No,3,4 の上部谷壁斜面

では A 層, B～C層上部, B～C 層下部に相当する深

度にセンサーを設置した. 

間隙率や飽和度の土壌条件は, 土壌水分計を設置

した層で試料を乱さないよう採取し, 測定した. 

表-1 各計測地点の特徴 

 

 

図-1 斜面崩壊の様子と各計測地点 
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3. 結果 

図-2 に頂稜の体積含水率(VWC)と降雨量(Rain)

の結果, 図-3 に上部谷壁斜面の体積含水率と降雨量

の結果を示す. 体積含水率の欠損や乱れは機器の故

障による. 計測の結果, 降雨量は計測機器直上の植

生の繁茂の状態で異なり, No.3>No.2=No.4 >No.1

となった. また降雨量により体積含水率の増減(応

答)に影響は見られなかった.  

 

図-2 頂稜の体積含水率と降雨量の結果 

 

図-3 上部谷壁斜面の体積含水率と降雨量の結果 

 表-2に計測地点における間隙率の結果, 表-3に試

料採取時の飽和度の結果を示す. No.3 上部谷壁 B～

C 層下位と No.4 頂稜 C 層は土壌が硬く試料を乱さ

ず採取することが不可能であり, 測定していない. 

間隙率は深度が深くなると大きくなる傾向を示した. 

飽和度は間隙率の小さな層で大きくなる傾向を示し

た.  

 

 

表-2 土壌水分量の計測地点の間隙率 

 
表-3 土壌水分量の計測地点の試料採取時の飽和度 

 

4. 考察 

体 積 含 水 率 の 増 減 を 把 握 す る た め に , 

10mm/30min 程度の降雨に対する増加率と降雨終

了後 1 時間での減少率を算出した（図-４）. 大局的

には増加率と減少率の関係は比例関係にある. しか

し, 表層崩壊の滑落崖に近接する No.2 上部谷壁 B

層は他の地点，層に比べて増加率に対して減少率が

小さい. これは土壌への降雨水と表流水の浸透量に

対して排水量が少ないこと示す． その原因としては，

層の変化により, 飽和度が急低下し, それに伴い不

飽和透水係数も急低下したことが考えられる. 

 

図-4 VWC の増加率と減少率 

5. まとめ 

以上の結果から，体積含水率の増加率と減少率の

関係が, 崩壊の発生に影響すると考えられる. 
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